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１ アセットマネジメント計画とは 

１－１ 計画の趣旨 

 

１－２ さまざまな状況変化への対応 

 ※1 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）：ＩＣＴ・ＡＩ等を活用した運転操作技術、

維持管理情報の共有システム等の導入など 

 ※2 カーボンニュートラル：設備更新時の省エネ設備の導入、電気使用量の抑制など 
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２ 50 年間の建設事業費

表 1 50 年間の主要事業 

分類 事業名 主な内容 事業費 

老朽化対策 

4,140 億円 

老朽管更新事業 

3,183 億円 

老朽管の更新 3,094 億円 

上下水道一体の重要施設ルート耐震化を兼ねた老朽管の更新 89 億円 

施設更新事業 

957 億円 

老朽化施設の更新 931 億円 

中山間地域における耐震化を兼ねた配水池の更新 15 億円 

水源の多系統化や複数化を考慮した休止中井戸の再整備 11 億円 

耐震化事業 

165 億円 

管路耐震化事業 基幹管路※1の耐震化（耐震管による更新、継手補強） 164 億円 

施設耐震化事業 基幹構造物※2の耐震化（耐震補強） 2億円 

拡張事業 

205 億円 

配水管布設事業 

203 億円 

新規給水要望への対応等の水道管の新規布設 184 億円 

水源の多系統化や複数化を考慮した導水管の新規布設 17 億円 

施設整備事業 

2 億円 
水源の多系統化や複数化を考慮した水源整備 2 億円 

3 分類 6 事業 － 4,510 億円※3 

※1 基幹管路：導水管、送水管、配水本管（口径 400 ㎜以上の配水管） 

※2 基幹構造物：取水施設、浄水施設、配水池などの土木、建築構造物 

※3 表示単位未満を四捨五入しているので内訳と合計が一致しない 

 

 

0

20

40

60

80

100

120

140

億円

耐震化事業 老朽化対策（管路） 老朽化対策（施設） 拡張事業

50年平均90億円/年

図 1 50 年間の建設事業費 



3 

 分
類

事
業
名

事
業
費

（
億
円
）
R
7
～
R
11
R
12
～
R
1
6
R
17
～
R
2
1
R
2
2
～
R
26
R
27
～
R
3
1
R
32
～
R
3
6
R
3
7
～
R
41
R
42
～
R
4
6
R
47
～
R
5
1
R
5
2
～
R
56

老
朽
管
の
更
新

3
,0
9
4

重
要
施
設
ル
ー
ト
耐
震
化
を
兼
ね
た
老
朽
管
更
新

8
9

電
気
設
備
等

4
2
2

大
原
浄
水
場
（
1
期
）

2
0

大
原
浄
水
場
（
2
期
）

1
0
0

大
原
浄
水
場
（
3
期
）

5
0

大
原
浄
水
場
（
4
期
）

4
2

住
吉
配
水
場

1
8

常
光
浄
水
場

1
3
4

深
萩
配
水
場

3
0

都
田
配
水
場

3
8

勝
栗
配
水
場
ほ
か
（
浜
北
）

2
6

中
央
配
水
場
ほ
か
（
細
江
）

7

白
山
配
水
場
ほ
か
（
引
佐
）

1
5

三
ヶ
日
配
水
場
ほ
か
（
三
ケ
日
）

1
0

笹
岡
配
水
場
ほ
か
（
旧
天
竜
上
水
）

2

緑
恵
台
ほ
か
（
旧
天
竜
簡
水
）

3
0

水
源
の
多
系
統
化
や
複
数
化
を
考
慮
し
た
再
整
備

1
1

基
幹
管
路
の
耐
震
化
（
耐
震
管
に
よ
る
更
新
、
継
手
補
強
）

1
6
4

基
幹
構
造
物
の
耐
震
化
（
耐
震
施
設
へ
の
更
新
、
耐
震
補
強
）

2

新
規
給
水
要
望
へ
の
対
応

1
8
4

水
源
の
多
系
統
化
や
複
数
化
を
考
慮
し
た
導
水
管
の
新
規
布
設

1
7

水
源
の
多
系
統
化
や
複
数
化
を
考
慮
し
た
水
源
整
備

2

主
な
内
容

老
朽
化
施
設

の
更
新

拡 張 事 業

配
水
管

布
設
事
業

施
設

整
備
事
業

老
朽
管

更
新
事
業

老 朽 化 対 策
施
設

更
新
事
業

管
路

耐
震
化
事
業

施
設

耐
震
化
事
業

耐 震 化

事 業

表 2 主要事業の実施スケジュール 



4 

３ 個別事業の概要と整備方針 

３－１ 老朽化対策（4,140 億円） 

３－１－１ 老朽管更新事業（3,183 億円） 

●老朽管の更新（3,094 億円） 

 

 
※ 実耐用年数：管路の腐食に影響を及ぼす条件をもとに算定し、 

管路を更新する目安として本市独自に設定した年数 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 地盤 管路が腐食しにくい地盤 … 三方原台地など 

管路が腐食しやすい地盤 … 湖沼の埋立地など 

※2 ポリエチレンスリーブ … 埋設する管に被覆し埋設土壌と管の直接の接触を断つことにより、管

の防食を行うもの 

※3 管種  ＣＩＰ … 鋳鉄管          ＤＩＰ … ダクタイル鋳鉄管 

      ＳＰ  … 鋼管           ＶＰ  … 硬質塩化ビニル管 

      ＧＸ  … ＧＸ形ダクタイル鋳鉄管  ＨＰＥ … 水道配水用ポリエチレン管 

※4 浜松市水道ビジョン 2015-2024（平成 28 年 3 月）で設定した 60 年から 100 年に見直し 

配水池

配水本管
1350 ㎜

～
400㎜

浄水場

送水管 導水管

配水支管
（中口径管路）
350㎜～100㎜

配水支管
（小口径管路）

75㎜～13㎜

水源

図 2 管路構成（イメージ図） 

表 3 実耐用年数一覧 （単位：年）
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図 3 布設年度別 配水支管延長 
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図 4 実耐用年数更新年度別 管種別 配水支管延長 
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表 4 事故時被害リスクに応じた保全手法 

管分類 被害リスク 方針 

基幹管路 

導水管 

送水管 

 復旧時間は長時間に及ぶが、他系

統や配水池残容量により市民生

活への影響は比較的限定される 

 漏水時の水量損失が大きい 

 実耐用年数超過年数、管種等を考

慮し、優先順位を付けて更新 

配水本管※1 

 復旧時間が長時間に及び、断水範

囲が広く、市民生活に大きな影響

を及ぼす 

 漏水時の水量損失が大きい 

 耐震化を目的とした積極的な更

新 

配水支管 

中口径管路※2 

 断水・濁水の範囲が広く、市民生

活に大きな影響を及ぼす 

 漏水時の水量損失が大きい 

 CIP・VP は集中的に更新する 

 DIP は実耐用年数超過年数と被

害リスクを考慮し、優先順位をつ

けて更新 

小口径管路※3 
 漏水が多い脆弱な管種が多い 

 漏水時の被害範囲が限定的 

 漏水頻発地区・路線については積

極的に更新 

※1 配水本管：口径 400 ㎜以上で給水管の分岐がない配水管 

※2 中口径管路：口径 100 ㎜以上 350 ㎜以下の管路 

※3 小口径管路：口径 75 ㎜以下の管路 
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●重要施設管路の耐震化を兼ねた老朽管の更新（89 億円） 

 

 

表 5 上下一体の対策を図る重要施設 

分類 名称 施設数 

災害対策本部・区本部・地域本部 浜松市役所 等 
14 施設 

（うち下水道処理区域外 1 施設） 

避難所（救護所併設） 佐藤小学校 等 
65 施設 

（うち下水道処理区域外 12 施設） 

救護所 春野中学校 等 
5 施設 

（うち下水道処理区域外 3 施設） 

救護病院 浜松医療センター 等 
15 施設 

（うち下水道処理区域外 3 施設） 

計 
99 施設 

（うち下水道処理区域外 19 施設） 

 

 

 

 

 

図 5 上下水道システムのイメージ 

配水池 浄水場

重要施設
（上下共通）

水源

ポンプ場 下水処理場

送水管配水本管
配水支管

ポンプ場

導水管

避難所等の重要施設に
接続する上下水道管路

取水施設

導水管

下水処理場直前の
合流地点
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３－１－２ 施設更新事業（957 億円） 

●老朽化施設の更新 931 億円 

  

 

表 6 施設の実耐用年数一覧 

工種 主な施設 実耐用年数（市独自） 法定耐用年数 

土木 沈澱池、配水池などの土木構造物 73 年 60 年 

建築 管理本館、ポンプ室などの建築物 70 年 50 年 

電気 受変電設備などの電気設備 25 年 15 年 

機械 井戸ポンプなどの機械設備 24 年 15 年 

計装 流量計、水位計などの計測装置 21 年 15 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参考］計装設備（流量計） 
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表 7 50 年間に更新を迎える主要施設 

主要施設名 更新時期 現状規模・規格 
更新時規模・規格 

（計画） 

大原浄水場再構築基本構想・基本設計 R7～12 ― ― 

大原浄水場（1 期） 第 1・2 配水池 R14～19 12,500 ㎥×2 池 10,000 ㎥×1 池 

大原浄水場（2 期） 1 系浄水施設・管理棟 R20～29 100,000 ㎥／日 60,000 ㎥／日 

大原浄水場（3 期） 第 3・4 配水池 R33～39 25,000 ㎥×2 池 25,000 ㎥×1 池 

大原浄水場（4 期） 2 系浄水施設 R39～44 50,000 ㎥／日 40,000 ㎥／日 

住吉配水場 配水池・庁舎 R28～33 3,000 ㎥ 1,000 ㎥ 

常光浄水場 取水・浄水・配水池 R29～43 50,000 ㎥／日 50,000 ㎥／日 

深萩配水場 配水池 R41～46 6,000 ㎥×2 池 5,000 ㎥×2 池 

都田配水場 配水池 R45～52 6,000 ㎥×2 池 6,000 ㎥×2 池 

宮口配水場 配水池 R32～33 800 ㎥×1 池 500 ㎥×1 池 

瀬戸配水場 配水池 R32～34 2,000 ㎥×1 池 1,000 ㎥×1 池 

白山配水場 配水池 R42～43 1,500 ㎥×1 池 500 ㎥×1 池 

三ヶ日配水場 第 2 配水池 R45～46 2,000 ㎥×1 池 1,000 ㎥×1 池 

笹岡配水場 配水池 R35～36 860 ㎥×1 池 500 ㎥×1 池 

 

   
［参考］浄水施設（沈澱池） ［参考］配水池 
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●中山間地域における配水池の耐震化（15 億円） 

表 8 更新により耐震化を図る中山間地域の配水池 

地区 配水池名 構造 有効容量 整備時期 

天竜 緑恵台配水池 鋼製パネル 432 ㎥ R8～11 

春野 宮川第 1配水池 RC 造 60 ㎥ R11～14 

龍山 西川低区配水池 RC 造 60 ㎥ R7～10 

佐久間 

浦川出馬第 1配水池 RC 造 180 ㎥ R7～8 

山香配水池 RC 造 105 ㎥ R8～11 

城西配水池 RC 造 120 ㎥ R9～12 

水窪 
長尾第 1配水池 RC 造 62 ㎥ R10～13 

尾呂第 1配水池 RC 造 74 ㎥ R10～13 

 

 

●水源の多系統化や複数化を考慮した休止中井戸の再整備（11 億円） 

 
表 9 有効活用が見込まれる水源一覧 

水源名称 地区名 整備内容 現状の水源情報 

平口水源 浜北 
大原浄水場へ導水するため既存施設を

改良する 
5 井のうち 3井が H23 から稼働停止 

大園水源 天竜 
皆原配水区域を編入するため深井戸を

拡充整備する 
1 井のみの稼働で供給している 

船明水源 天竜 
皆原配水区域を編入するため深井戸を

拡充整備する 
1 井のみの稼働で供給している 

湖東水源 細江 
瀬戸配水池へ導水するため既存施設を

改良する 

配水区域再編に伴い不用となった深

井戸 

鮎ヶ瀬水源 三ヶ日 
三ヶ日配水場へ導水するため既存施設

を改良する 
H16 から稼働停止 

岡本水源 三ヶ日 
三ヶ日配水場へ導水するため既存施設

を改良する 
3 井のうち 3井が H16 から稼働停止 

東部水源 三ヶ日 
都筑配水場へ導水するため既存施設を

改良する 
H23 から稼働停止 
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３－２ 耐震化事業（165 億円） 

３－２－１ 管路耐震化事業（164 億円） 

●基幹管路の耐震化 164 億円 

 

 

３－２－２ 施設耐震化事業（2 億円）

●基幹構造物の耐震化 2 億円 

 
表 10 基幹構造物の耐震化一覧 

施設種別 施設名 地区名 耐震化の内容 

浄水施設 大原浄水場 2系沈澱池 浜松 整流壁の耐震補強 

 

 
 
 

 

表 11 基幹構造物の耐震化率（令和５年度） 

浄水施設の耐震化率 27.6％ 

配水池の耐震化率 85.7％ 

 

［参考］水を抜いた沈澱池 

↑整流壁 
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３－３ 拡張事業（205 億円） 

３－３－１ 配水管布設事業（203 億円） 

●新規給水要望への対応 184 億円 

 

表 12 新規給水要望件数の見通し 

年度 平成 22 年度 
⇒ 

令和元年度～令和 5年度 
⇒ 

令和 56 年度 

要望件数 284 件（実績） 189 件（5ヶ年実績平均） 95 件（見込み） 

 

●水源の多系統化や複数化を考慮した導水管の新規布設 17 億円 

 
表 13 有効活用が見込まれる水源一覧 

水源名称 地区名 導水管整備内容 水源情報 

半田水源 浜松 φ300×0.3 ㎞ 令和 3年度に試験井戸を設置 

平口水源 浜北 φ300×3.0 ㎞ 5 井のうち 3井が H23 から稼働停止 

湖東水源 細江 φ200×4.1 ㎞ 配水区域再編に伴い不用となる深井戸 

鮎ヶ瀬水源 三ケ日 φ200×1.2 ㎞ H16 から稼働停止 

岡本水源 三ケ日 φ250×1.0 ㎞ 3 井のうち 3井が H16 から稼働停止 

東部水源 三ケ日 φ100×2.8 ㎞ H23 から稼働停止 

※ 半田水源以外については、令和 6 年度浜松市水源整備基礎調査業務の結果により整備方針を改めて検

討する 

 

３－３－２ 施設整備事業（2 億円） 
 

●水源の多系統化や複数化を考慮した水源整備 2 億円 
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４ アセットマネジメントのＰＤＣＡサイクル 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Plan 
 

①アセットマネジメント 

計画の策定 
 

〇50 年間の投資計画 

〇50 年間の財政計画 

 

Action 
  

  

 ④アセットマネジメント

計画の見直し 
 

 〇作成根拠の見直し 

〇前提条件の見直し 

Do 
 ②アセットマネジメント 

計画の実施 
 

〇上下水道実施計画 

による実行 

Check 
③アセットマネジメント 

計画の評価 

 

〇作成根拠の整理 

〇前提条件の変化の確認 

 
①Plan  事業計画の策定 

②Do   事業の実施 

③Check  目標・事業進捗の達成度の評価 

④Action 次年度事業計画への反映、改善 

Plan Do 

Check Action 

実施計画 
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５ 財政シミュレーション 
 

 

 

 

 
※1 地方公営企業の施設建設、改良等に要する資金に充てるために起こす地方債。 

 

 

 

 

※2 アセットマネジメント計画を実施する場合における経常収益の必要額。 

※3 必要となる経常収益を確保するための増加率で、当該年度に増収しなかった場合に対する割合を表示 
  

 

表 14 財政シミュレーション 
単位:億円（税込）

市水道事業会計
事業期間合計
（R7~R56)

必要となる経常収益※2 9,095

R7 +17.9% R17 +10% R27 +5% R37 +8% R47 +2%

R12 +12% R22 +9% R32 +9% R42 +5% R52 +2%

必要となる経常費用 8,430

経常損益 665

建設事業費 4,510

市水道事業会計 R6末 R6末vsR56末

資金残高 32 △ 15

R16末 R26末 R36末 R46末 R56末

16 27 23 23 17

110 135 122 165 133

761 897 940 998 914

経常収益増収率※3

1,364 1,575 1,728 1,864 1,899

R7～R16
合計

R17～R26
合計

R27～R36
合計

R37～R46
合計

R47～R56
合計

1,474 1,710 1,850 2,029 2,032



 

 

 


